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昨今、環境基本法の制定や地球環境問題京都会議の開催など、地球環境問題に関する国民の１.まえがき

関心の高まり、あるいは、年々逼迫する産業廃棄物処分容量の問題などを背景として、建設事業においても

建設汚泥を含む建設副産物のリサイクルが焦眉の急となっている。このような情勢のもと、当共同研究グル

ープの官民五者は、泥土圧シールドから発生する泥土を再利用するとともに建設コストを縮減するため、シ

ールド掘進時の排土過程で泥土の性状を把握し、連続的に改良するシステムを開発している。改良目標とし

ては第３種改良土（ ≧ ㎡）および第４種改良土（ ≧ ㎡）を考えているが、本報では、泥q 400kN/ q 200kN/c c

土の土質と含水量に対して、改良後３時間で第４種改良土の基準を満足するコーン指数 ≧ ㎡を得q 200kN/c

るための改良材の選定と必要添加量の把握を目的とした配合試験の結果について報告する。

コーン指数判定時間は、掘削土２.試験概要

の排土からダンプに積込み、搬出するまでの時

間から設定した。試験対象土は粒度組成の異な

る３種類の土とし(表 、図 )、加水、あるい-1 -1

は、加泥材添加により泥土を作製した(図 )。-2
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Noすべての試験対象土
について実施したか？

使用改良材

・セメント系 ・高分子系 セメント系Yes +
・石灰系 ・高分子系 石灰系+

終わり ・高分子系 ｾﾒﾝﾄ系･半水石膏( )+ 1:1
・高分子系 石灰系･半水石膏( )+ 1:1

項  目 ①粘性土 ②砂 ③砂質土 
土粒子の密度ρs g/cm3 2.654 2.685 2.719 
自然含水比wn  % 40.56 10.49 32.88 
粒度 礫分 2～75mm % 
砂分 75μm～2mm % 
シルト分 5～75μm % 
粘土分 5μm 未満 % 
均等係数Uc 
曲率係数Uc’ 

0.0 
33.0 
39.2 
27.8 
－ 
－ 

0.0 
91.5 
5.5 
3.0 

3.78 
1.57 

0.0 
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8.1 

16.27 
3.45 

液性限界wL % 
塑性限界wp  % 
塑性指数 Ip 

38.75 
19.87 
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－ 
－ 
－ 

－ 
－ 
－ 

最大密度ρmax g/cm3 
最小密度ρmin g/cm3 

－ 
－ 
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1.224 

1.369 
1.005 
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表-1 試験対象土の物理的性質

図-2 試験手順

図-1 粒径加積曲線



改良土の性状はコーン指数 (処理土のコーン指数試験方法 )おqc
1)

よび一軸圧縮強さ (改良後３時間で供試体作製， )で評価qu JSF T 511

した。泥土のスランプの違いが改良材必要添加量に及ぼす影響を調

べるため、泥土調整により基準、低、高の３水準のスランプを設定

した(図 )。基準スランプは泥土が塑性流動性を示す状態、すなわ-3

ち、泥土を詰めたスランプコーンの上部および下部の簡易ベーン試

験において、せん断強さが極めて小さくかつ両者の差がない状態と

した。試験手順としては、配合選定試験で改良材選定と必要添加量

把握を行い、添加量を３ケースに絞って、強度特性の確認を目的と

する性状確認試験を行った。粘性土の結果について以下に述べる。

配合選定試験の結果は３.試験結果

以下の通りである(図 ～ )。 )改良-4 5 1

材添加量の増加に伴いコーン指数が増

加する。 )石灰系よりもセメント系の2

方が改良効果が大きい。 )高分子系の3

併用は、コーン指数増加に効果的であ

る。 )泥土のスランプに応じてセメン4

ト系必要添加量が変化するが、高分子

系の併用により必要添加量の変動幅は

小さくなる。

セメント系を対象に単独使用と高分

子系併用（添加量 ）の計３ケ1L,2L/m3

ースについて性状確認試験を行った。

その結果は以下の通りである(図 )。-6

)改良土は材令 日までの強度増加が1 28

認められる。 )各材令における一軸圧2

縮強さはセメント系改良材添加量の順

に大きい。 )空気中と水中養生の間に3

は、一軸圧縮強さの有意な差はない。

粘性土については、改良４.まとめ

後３時間で ≧ という改良q 200kN/mc
2

目標に対し、いずれのスランプでもセ

メント系で対応可能であるが、高スラ

ンプのように非常に軟弱な泥土に対し

ては、施工性、第３種改良土への対応

を考えると、セメント系添加量の低減

を図れる高分子系の併用が有効であ

る。なお、本システムの開発では、実

機を用いた要素実験において配合試験

の妥当性および泥土性状把握の基礎的性能について確認を行っており、さらに、今年度には泥土圧シールド

工事現場で一連のシステムとしての実証実験を予定している。

1 1999.11【参考文献】 )建設大臣官房技術調査室他監修，（財）先端建設技術センター：建設汚泥リサイクル指針，

図-3 泥土調整結果（粘性土）
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図-4 改良材添加量と３時間後コーン指数(高分子系の効果)

図-5 セメント系添加量と３時間後コーン指数（スランプの影響）
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図-6 改良土の強度特性
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供試体作製方法
　モールド：塩化ビニル製φ51×110mm
　締固め：３層，2.5kgランマー
　養生条件：恒温室（20±3℃）
　養生後処理：上部を1cm切断、整形
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